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D 63 採 曖 室 に おIf る 防 寒 服 の 着 脱 が 生 理 心 理 反IS  に 及 ぼ す 影 響 に つ い て
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＜ 目 的 ＞　 寒 冷 作 業 の 休 憩 時 に お い て 防 寒 服 を 着 脱 す る こ と に よ り 寒 冷 曝 露 で 低 下 し た 直

腸 温。 皮 膚 温 等 の 生 理 反 応 や 快 適 感。 温 冷 感 等 の 心 理 反 応 に ど の よ う な 影 響 を 及 ぼ す か に

つ い て 比 較 検 討 を 行 っ た。

＜ 方 法 ＞　 被 検 者 は 青 年 男 子 ６ 名 で あ る。 被 検 者 は 室 温25 ±0.5 ℃ の 前 室 で10 分 間 滞 在 後、

気 温-25 ±1  ℃.一　温 度60  ± lOX, 風 速0.  3皿／secに 設 定 さ れ た 人 工 気 候 室 に 入 室 し た。 そ の 後

20 分 毎 に-25r と25X: の 人 工 気 候 室 の λ 退 室 を そ れ そ れ ３ 回 ず つ 繰 り 返 し た。 －25V. で の 総

総 寒 冷 曝 露 時 間 は,     80分 間 で あ り。25 ℃ で の 曝 露 時 間 も60 分 で、 実 験 開 始 直 後 の10 分 を 加

え る と 総 実 験 時 間 は130 分 間 で あ っ た。 実 験 条 件･は。25 ℃ の 気 候 室 （m 復 期 ） で 防 寒 服 を

着 衣 し 続 け る 条 件 （ 脱 衣 な し ） と 防 寒 服 上 衣 を 脱 衣 す る 条 件 （ 脱 衣 あ り ） の２ 条 件 を 設 定

し た。 測 定 項 目 は 生 理 反 応 と し て 直 腸 温。 皮 膚 温。 心 拍 数、 血 圧 を 測 定 し た。 心 理 反 応 と

し て 快 適 感。 温 冷 感、 疼 痛 感 の 申 告 を 受 け た。

＜ 結 果 ＞　 直 腸 温 は 脱 衣 あ り の 方 が 脱 衣 な し と 比 較 し て 低 下 が 少 な い こ と を 示 し た。 胸 部

及 び 背 部 皮 膚 温 は 脱 衣 な し が 皮 膚 温 が 高 い 傾 向 を 示 し た。　回 復 期 の 四 肢 部 皮 膚 温。 特 に 指

先。 足 先 は 脱 衣 あ り の 方 が 皮 膚 温 が 上 昇 し た。 諏 部 体 温 保 持 の た め に は 防 寒 服 を 着 衣 し 続

け た ほ う が 温 度 が 低 下 し な｡い が、 し か し 指 先 及 び 足 先 の 末 槽 部 皮 膚 温 に 対 し て は、 休 憩 時

に 防 寒 服 を 脱 衣 し た 方 が 皮 膚 温 が 高 い と い う 結 果 に な っ た。 快 適 感 は1 回 目 の 回 復 期 で は。

防 寒 服 を 脱 衣 し た 方 が 脱 衣 し な い 場 合 よ り も 快 適 側 申 告 で あ っ た。 寒 冷 曝 露 時 の 指 及 び 足

の 疼 痛 感 申 告 で は。 脱 衣 な し の 方 が 痛 い 側 申 告 で あ っ た。

D 64 室 温1  0  ゛c下 で の 運 動 時 及 び 回 復時 の 温 熱 性 代 謝it 反 応 と 着 衣 構 成
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＜目 的 ＞　 着 用す る全 体 の衣 服重 量は 同じ で あっ て も体 の上 半 身に 重点 的 に衣 服を 着用 す

る場 合 、そ の逆 に 下 半身 に重 点的 に衣 服を 着 用場 合 、上・ 下半身 に ほぼ 同じ 重 量の 衣服 を

着用 する 場合 の三つ の 異な る 衣服 条 件が1   0 "C の気 温下 で の運 動時 及び 回 復時 の温 熱性 代

謝 性反 応 にど のよう な 影 響を与 え るの か を明 らか に する こ と。

＜方 法 ＞　 被験 者 は 健康な 青年 男 子 。年 齢15.2 ±0.2 才（ 平均 値 士S.E.M.  ）、体 重58.5 ±z.

5kg 、 身長166.7 ±1.6 c m  。実験 は19   9  0 年１ ０ 月 中旬 から1  1 月 中旬 にか け ての1     >T

月間 。 実験 衣服 は上 半身 にトレ ーニ ン グウ ェ ア、 半 袖シ ャツ 、 下半身 にダ ウ ン ズボ ン、 ト

レ ーニ ング ズボ ン、 長 ズボ ン下 、靴 下、レ ッグ ウ ォ ーマ 、ブ') ーフを 着 用 する 衣服A  （ 衣

服重 量： 上 半身489. 3 g 、 下 半身1277.5  g 、 合計1766.8g  ）、上 半身 にダ ウ ンジ ャ ケット 、

ベ スト 、肌 着、 半 袖シ ャツ 、下 半身 にトレ ーニ ン グ ズボ ン、ト ラ ン ク ス、ブ リ ーフ を着 用

する 衣 服B    （ 上 半身1212.1  g 、下 半身558.8a 、 合計1770.S  g ) 、上 半身 にダ ウ ン ジャ ケッ

ト 、 手 袋 、下 半身 にダ ウ ンズ ボン 、ブ リ ーフ 、靴 下を 着 用 すす る衣 服Ｃ（ 上半 身899.1g 、

下 半身878.8g 、合 計17 7 7 . 9 g ) の 三 種類 。被 験 者は 午 後４ 時3   0 分に 実験 室 に到 着し 、

ブ リ ーフの みで 体重 を 測定 さ れ た後、 衣 服A 、Ｂ 、Ｃ の いづ れ かを 着用し 、呼 気採 集用 マ

ス ク、 直 腸温 、鼓 膜温 、皮 膚 温、 心 拍数 、発 汗な ど の測 定 用セ ンサ ーが 装 着さ れ た。中 性

温下 で 直腸 温か 安定 する まで 待ち 、1   0 "C下 で3   0 分間 の自 転 車エ ルゴ メ ータ ーによる 負

苛（124  ～155  W ) で運 動し 、 その 後2 時 間の 回 復を とっ た 。

＜ 結果 ＞　 衣 服Ｂ 着 用時 のコ ア温 は 運動 中 最も上 昇 せ ず、 回復 中最 も 下降し な かっ た。躯

幹 部を 重 点的 に保 温 するこ と の 大切さ を示 す。


